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「スマートコミュニティプロジェクト研究会」早稲田大学と業界大手企業で発足 

～ 地域密着型・低炭素社会を実現するためのプロジェクト案を共同で提言 ～ 
 

 地域社会のインフラ構築を支援する、パシフィックコンサルタンツ株式会社（本社：東京都多摩

市、代表取締役社長：長谷川伸一）は、早稲田大学理工学術院（研究室：環境・電力システム、教

授：横山隆一）と、大手企業などと連携し、地域密着型・低炭素社会を実現するためのプロジェク

ト案を提言する「スマートコミュニティプロジェクト研究会」を発足しました。 

 

＜特長＞ 

■ 各フィールドで地域社会インフラの構築に貢献してきた実績や知見を集約。 

■ 今夏には、具体的に地域と連携したプロジェクト案を行政へ提案。 

■ 国内事例をもとに海外展開（特に途上国）も視野に入れて活動。 

 

＜発足の目的＞ 

 現在日本では、自国で再生可能な新しいエネルギー資源の創出、地球温暖化に対応するための低

炭素社会の実現が求められています。また、一方では地方の活性化、地域経済の発展など事業の創

出も急務です。この二つの異なる社会的な課題に取り組むため、「スマートコミュニティプロジェク

ト研究会」を発足し、環境にやさしい都市と地域の活性化によって先の課題を解決する具体的プロ

ジェクトを検討・提案していくことになりました。 

研究会の第１回は１月に開催し、研究会の代表として早稲田大学理工学術院横山隆一教授が、幹

事会社としてパシフィックコンサルタンツ株式会社など３社を指名しました。今夏には、地域発の

具体的な国内実例となるよう、行政にプロジェクト案を提案する予定です。国内での導入事例をも

とに、途上国への展開も目指していきます。今後も他の業界企業に呼びかけ、地域密着型・低炭素

社会実現のために活動を広げていきますので、これからの動向に、ぜひご注目下さい。 

また、パシフィックコンサルタンツ株式会社は、２月８日～１０日に東京ビッグサイトで開催さ

れる『ENEX2011-第 35 回地球環境とエネルギーの調和展』（西ホール/ブース No.４１）へ出展

し、環境エネルギーの取り組みを展示します。 

 
参考資料：①設立趣意、③スケジュール、②代表横山教授経歴 
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※参考資料 
 

①設立趣意･ 
今、私達人類を含めた地球上の生命を、持続していくために地域毎の低炭素社会、循環

型社会の実現が求められています。そして、私達の住む地域だけでは、この新しい社会の

実現が難しいこともわかっています。そのため、地域間で、地域内の主体がお互いに関係

を築きながらより良い社会を目指して行くことが必要です。また、日本では既に人口減少

がはじまり、過疎化の進む地方での地域経済への影響は深刻なものとなっています。 

その中で環境エネルギー事業の展開は、未来の環境改善につながるだけでなく、地域の活

性化、地域経済の発展にも寄与することが期待されます。一方、都市では、より効率的な

エネルギーの利用で負荷の低減を図りつつ、地方での事業展開に伴う人口移動により生じ

た空間的余裕を活かすことで、未来の都市づくりが可能となります。私達は、地方と都市

の双方から環境エネルギー事業が進むことで日本全体が少しずつ元気になることを目指し、

地域の低炭素社会、循環型社会、環境未来都市の構築に向けたプロジェクトを地域のため

に地域といっしょに、「グローバルに考え、ローカルに行動を起こす」ことを可能とするプ

ロジェクトを研究するため、地域に根ざした活動を行う研究会を発足します。   

 

プロジェクト到達のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図は、循環型社会で住みやすい地方を創ることで、都市から人口が移転。このことで環

境未来都市の構築が容易になり、低炭素社会の実現を達成できるという、いわば都市と地

方が両輪で両立することで、環境問題も解決していきたいとプロジェクトの到達点をイメ

ージ化したものです。 
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②今後のスケジュール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③代表横山教授の経歴 

早稲田大理工学術院環境・電力システム研究室 
   横山 隆一 教授 
http://www.f.waseda.jp/yokoyama-ryuichi/member/professor.html 

 
＜経歴＞ 
 1974 年 早稲田大学大学院理工学研究科電気工学専修 修了   
 （工学博士） 
 1974 年 株式会社 三菱総合研究所 入社 
 1978 年 東京都立大学 工学部 電気工学科 助教授 
 1989 年 東京都立大学 工学部 電気工学科 教授 
 1992 年 英国ロンドン大学インペリアル工科医学校 客員教授（1 年間） 
 2005 年 首都大学東京 都市教養学部 理工系 電気電子工学コース 教授 
 2007 年 早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科 教授 
 ＜受賞暦＞ 
 1980～2005 年 電気学会優秀技術活動賞 5 回受賞 1980～2005 年 電気設備学会論文奨励賞 
2 回受賞 
 2007 年 米国 IEEE Senior Member  2008 年 電気学会業績賞 2008 年 米国 IEEE Fellow 
Member  
 ＜学外活動＞ 
 電気学会 電力・エネルギー部門 部門長（電気学会理事）   
 電気学会 電力技術委員会 調査専門委員会 委員長  
 通産省 電力事業審議会 委員 通産省 総合エネルギー調査会 委員 及び小委員会 委員長  
 経済産業省 資源エネルギー庁風力発電系統連系対策小委員会 委員長  
 経済産業省 風力発電系統連系対策技術検討会 委員長 コンソ電力技術懇談会 副会長 
 ＜客員教授＞ 
  広島大学、法政大学、八戸工業大学、中南大学、大連海事大学、武漢大学 

  

以上 
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